
学びの広場

　２月25日、６年生と杉岡村長による『タウンミー
ティング』が開かれました。児童は、農業・商業・医
療などをテーマに、村の現状や方針について質
問。加えて課題解決に向けた提案も行いました。
杉岡村長は「学びの様子に感心しました。一歩進
んだ提案をありがとうございます」と感謝。児童も
「復興について話し合えてよかった」「またやって
みたい」と達成感を得ていたようです。

　３月８日、後期課程の生徒が『いいたて学』の
学びの成果を杉岡村長に報告しました。報告
会は学園と村役場をオンラインで結んで行われ
ました。７年生はこれまでの村について学び作
成したレポートと映像を、８年生は現在の村を
取材した「いいたて名人図鑑」を、９年生はホス
トタウンプロジェクトの集大成となったデザイン
の活用を、それぞれいきいきと報告しました。

　３月９日、『飯舘村食を考える会』から学園の
卒業生に、卒業祝い品が贈呈されました。今年
は、健康を願うお守り「さるぼぼ」やオリジナル
のハガキなどが贈られました。この日は会を代
表して菅野一代さん（比曽）と田村紀惠子さん
（二枚橋・須萱）が出席し、「制限ある学校生
活を過ごした経験は、必ず今後の自信につなが
るはずです」とエールを送りました。

　３月15日、５年生と、鹿児島県出水（いずみ）
市立下水流（しもずる）小学校の５年生がオン
ラインによる交流学習を行いました。下水流小
学校は震災後から長きにわたり、村の学校に
本や文房具、お米などの物資を支援してくだ
さっています。最初は緊張している様子の児
童達でしたが、徐々に打ち解け、終盤の質問
の時間は互いに大盛り上がりでした。
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後期課程の生徒から
学びの成果が届く

６年生が村長に提案
      タウンミーティング

いいたて希望の里学園　卒業式までいの里のこども園
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清々しい表情で一人ひとりが壇上に上がり、
山田徹校長から卒業証書を受け取りました

庄司大夢さんの答辞。学園やふるさとへの想
いにあふれ出席者一同が胸を熱くしました
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石川園長から修了証書を受け取る卒園児。それ
ぞれの成長が感じられる立派な態度でしたね

大切な歌に心を込めて。楽しい思い出がいっ
ぱいの園舎に卒園児が歌声を響かせました
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